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今
年
度
高
野
山
大
学
で
は
、
大
阪
市
の
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
（
株
）
フ
ジ
キ
ン
よ
り
前
会

長
小
川
修
平
氏
の
遺
志
金
の
御
寄
付
を
頂
き
、
「
高
野
山
大
学
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平
記
念
講

座
―
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
密
教
文
化
研
究
所
は
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
「
密
教
と
現
代

社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
講
演
会
、
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
定
例
の
合
同
研
究
会
（
課
題
「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」
、

「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」
、
「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
）
、

及
び
講
演
会
、
輪
読
会
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

○
密
教
文
化
研
究
所
研
究
会

第
１
回
９
月
27
日
（
木
）

川
田
薫：

真
言
密
教
と
科
学
の
初
歩
的
な
比
較
論

そ
の
１

六
大
と
科
学

南
昌
宏：

空
海
「
贈
野
陸
州
歌
」
の
欠
字
を
補
う
試
み

第
２
回
11
月
１
日
（
木
）

大
塚
伸
夫：

第
二
期
時
代
の
初
期
密
教
の
特
徴
に
つ
い
て

第
３
回
11
月
22
日
（
木
）

乾
仁
志：

〝
金
剛
界
マ
ン
ダ
ラ
に
描
か
れ
る
賢
劫
千
仏
〟
の
そ
の
後

第
４
回
12
月
６
日
（
木
）

静
春
樹：

イ
ン
ド
密
教
金
剛
乗
の
全
体
図
明
確
化
へ
の
途
上
で
―
サ
キ
ャ
派
祖
師
た
ち
の

「
タ
ン
ト
ラ
現
観
」
お
よ
び
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
事
例

第
５
回
12
月
13
日
（
木
）

鈴
木
晋
怜：

既
成
教
団
の
課
題
と
寺
院
・
僧
侶
の
あ
り
方

―
総
合
調
査
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
―

下
西
忠：

西
行
歌
「
け
ふ
や
君
」
の
解
釈
―
美
福
門
院
の
納
骨
―

第
６
回
１
月
10
日
（
木
）

森
雅
秀：

戦
時
中
の
熱
河
に
お
け
る
逸
見
梅
栄
の
「
喇
嘛
教
」
調
査

佐
藤
隆
彦：

唯
一
神
道
と
十
八
道
次
第
の
関
わ
り

井
上
ウ
ィ
マ
ラ：

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

第
７
回
１
月
17
日
（
木
）

加
納
和
雄：

チ
ベ
ッ
ト
伝
存
の
仏
典
梵
文
写
本
の
由
来
・
伝
播
お
よ
び
近
年
の
研
究
動
向

森
崎
雅
好：

被
災
地
の
復
興
期
に
お
け
る
僧
侶
の
役
割
に
つ
い
て

第
８
回
２
月
19
日
（
火
）

室
寺
義
仁
（
滋
賀
医
科
大
学
教
授
）：

仏
教
瞑
想
に
係
わ
る
パ
ー
リ
聖
典
用
語
に
つ
い
て

―
「
四
念
処
」
「
四
梵
住
」
「
無
我
と
非
我
」
「
無
常
」
「
苦
」
―

（
ま
と
め
）
と
「
三
法
印
」
に
つ
い
て

○
密
教
文
化
研
究
所
講
演
会

第
１
回
４
月
12
日
（
木
）

―
「
宗
教
と
科
学
」
講
座
開
設
に
向
け
て
―

講
師：

森
勇
介
（
大
阪
大
学
工
学
部
教
授
）

内
容：

密
教
の
教
え
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
性
化

講
師：

根
岸
和
政
（
大
阪
大
学
工
学
部
特
別
研
究
員
）

内
容：
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
密
教
へ
の
い
ざ
な
い

講
師：
小
川
哲
生
（
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授
）

内
容：

高
野
山
大
学
と
大
阪
大
学
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

平
成
二
十
四
年
度

密
教
文
化
研
究
所
だ
よ
り
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第
２
回
７
月
４
日
（
水
）

講
師：
奧
健
夫
（
滋
賀
県
立
大
学
教
授
）

内
容：

心
と
生
命
の
科
学

第
３
回
10
月
25
日
（
木
）

講
師：

小
川
哲
生
（
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授
）

内
容：

光
と
は
何
か
？

現
代
物
理
学
へ
の
誘
い

○
密
教
文
化
研
究
所
輪
読
会

テ
キ
ス
ト
『
三
教
不
斉
論
』

平
成
二
十
四
年
度
は
密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員
と
し
て
、
十
六
名
、
サ
ン
ニ
ャ
・
ユ

ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（Sa

nja
Jur

kov
ić-

Schm
idt

）
、
中
谷
征
充
（
以
上
二
名
、

高
野
山
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

密
教
学)
）
、
石
部
道
明
、
神
田
英
昭
、

柴
谷
宗
叔
、
瀬
岡
吉
彦
、
德
重
弘
志
、
野
口
博
司
、
平
賀
由
美
子
、
渕
田
雲
渓
、
前
田
禮
子

（
以
上
九
名
、
高
野
山
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）
、
辻
村
優
英
（
京
都

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

人
間
・
環
境
学)

）
、
上
野
康
弘
（
京
都
大
学
大

学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）
、
坂
口
太
郎
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
）
、
大
柴
清
圓
（
中
国
国
立
中
山
大
学
中
国
語
言
文
学
系
古
文
字
学
専

攻
博
士
課
程
修
了
、
文
学
博
士
）
、
藤
巻
和
宏
（
近
畿
大
学
准
教
授
）
、
各
氏
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

高
野
山
大
学
で
は
密
教
文
化
研
究
所
初
代
所
長
中
野
義
照
博
士
の
業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、

平
成
十
二
年
か
ら
「
中
野
義
照
博
士
奨
学
金
」
を
設
け
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
度
は
一
件

の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
第
２
回
密
教
文
化
研
究
所
協
議
会
に
お
い
て
選
考
の
結
果
、
採
択
者

な
し
と
決
定
し
た
。

密
教
文
化
研
究
所
構
成
員
名
簿
（
平
成
二
十
五
年
二
月
現
在
）

所

長

中
村

本
然
（
文
学
部
教
授
）

専
従
研
究
所
員

加
納

和
雄
（
文
学
部
助
教
）

南

昌
宏
（
文
学
部
教
授
）

兼
任
研
究
所
員

乾

仁
志
（
文
学
部
教
授
）

井
上
ウ
ィ
マ
ラ
（
文
学
部
准
教
授
）

佐
藤

隆
彦
（
文
学
部
教
授
）

下
西

忠
（
文
学
部
教
授
）

野
田

悟
（
文
学
部
助
教
）

森
崎

雅
好
（
文
学
部
助
教
）

委
託
研
究
員

池
田

将
則
（
韓
国
、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員
）

大
塚

伸
夫
（
大
正
大
学
准
教
授
）

川
田

薫
（
㈲
川
田
研
究
所
代
表
取
締
役
）

倉
本

尚
徳
（
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
博
士
研
究
員
）

斎
藤

明
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

静

春
樹
（
高
野
山
大
学
講
師
）

鈴
木

晋
怜
（
智
山
伝
法
院
常
勤
教
授
）

藤
井

淳
（
駒
澤
大
学
講
師
）

船
山

徹
（
京
都
大
学
教
授
）

村
田

み
お
（
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

森

雅
秀
（
金
沢
大
学
教
授
）

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
高
野
山
大
学
講
師
）

顧

問

松
長

有
慶
（
名
誉
教
授
）

事
務
室
長

木
下

浩
良

係
長

西
原

司
朗

嘱
託

田
寺

則
彦
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『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会
規
程

第
１
条

密
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。
）
に
、
『
密
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。
）
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い

う
。
）
を
設
け
る
。

第
２
条

編
集
委
員
会
は
、
次
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
１
）
研
究
所
長

（
２
）
専
従
研
究
所
員

（
３
）
「
紀
要
」
編
集
担
当
者

２

編
集
委
員
長
は
研
究
所
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。
研
究
所
事
務
室
長
は
、
幹
事
と
し

て
編
集
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

第
３
条

編
集
委
員
会
は
研
究
所
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。
議
長
に
事
故
あ
る
時

は
、
互
選
に
よ
っ
て
議
長
を
選
出
す
る
。

第
４
条

編
集
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
研
究
所
協
議
会
に
報
告
す
る
。

（
１
）
「
紀
要
」
に
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
の
決
定
。

（
２
）
「
紀
要
」
寄
稿
者
へ
の
補
筆
お
よ
び
修
正
の
要
請
。

第
５
条

委
員
の
任
期
は
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
６
条

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
研
究
所
協
議
会
の
議
を
経
て
、
研
究
所
長
が
決
定
す
る
。

附

則
１

こ
の
規
程
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
四
年
五
月
二
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
寄
稿
規
程

第
１
条

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。
）
は
、
日
本
お
よ
び
ア

ジ
ア
地
域
な
ど
に
お
け
る
密
教
の
思
想
と
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー

ト
、
研
究
資
料
、
書
評
な
ど
を
掲
載
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密
教
文
化
の
研
究

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条

「
紀
要
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
１
）
研
究
所
長

（
２
）
研
究
所
員

（
３
）
研
究
員

（
４
）
編
集
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

第
３
条

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
七
十
枚
以
内
と
す
る
。

第
４
条

原
稿
は
完
全
原
稿
と
す
る
。
執
筆
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
時
の
大
幅
な

改
変
・
追
加
等
は
認
め
な
い
。

第
５
条

寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
の
可

否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
寄
稿
者
に
補
筆

お
よ
び
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条

原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
な
わ
な
い
。

第
７
条

寄
稿
者
に
は
、
掲
載
誌
二
部
お
よ
び
抜
刷
三
十
部
を
贈
呈
し
、
そ
の
経
費
は
研
究

所
が
負
担
す
る
。

附

則
１

こ
の
規
程
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

中
谷

征
充

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

（
高
野
山
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

密
教
学)

）

川
田

薫

密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員

（
㈲
川
田
研
究
所
代
表
取
締
役
）

坂
口

太
郎

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

平
賀
由
美
子

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

（
高
野
山
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

石
部

道
明

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

（
高
野
山
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）

辻
村

優
英

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

（
京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

人
間
・
環
境
学)

）

静

春
樹

密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員

（
高
野
山
大
学
講
師
）

編

集

後

記

○
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
六
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

本
号
は
、
中
谷
征
充
・
川
田
薫
・
静
春
樹
・
辻
村
優
英
・
石
部
道
明
・
平
賀
由
美
子
・
坂

口
太
郎
の
先
生
方
よ
り
玉
稿
を
賜
り
、
大
変
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ら
力
作
揃
い
の
論
考
は
、
本
年
度
の
密
教
文
化
研

究
所
の
研
究
成
果
の
一
端
を
飾
る
も
の
で
す
。

読
者
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
本
年
度
の
密
教
文
化
研
究
所
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
彙
報
に
お
い
て
触
れ
ま
し
た
通

り
、
（
株
）
フ
ジ
キ
ン
会
長
小
川
洋
史
様
よ
り
、
故
小
川
修
平
氏
の
遺
志
金
と
し
て
ご
寄
附

を
頂
き
、
「
高
野
山
大
学
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平
記
念
講
座
―
宗
教
と
科
学
の
対
話
」
が
発
足

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
当
研
究
所
で
は
内
外
に
向
け
て
研
究
会
・
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

次
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
に
本
事
業
の
展
開
を
す
べ
く
、
中
村
本
然
所
長
を
中
心

と
し
て
研
究
所
一
同
、
企
画
立
案
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
木
下
）
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